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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力映像信号のうちの指定された計測領域について、単位フレーム期間内に、設定され
たしきい値未満の信号レベルか否かを画素ごとに計測する計測手段と、
　計測の基準となる基準領域を設定する基準領域設定手段と、
　計測区間を増減する際の増減幅を設定する増減幅設定手段と、
　前記基準領域と前記増減幅とに基づいて、前記計測領域を設定する計測領域設定手段と
、
　前記計測手段の計測結果に基づいて、前記入力映像信号に含まれる黒帯領域を検出する
黒帯検出手段と、
　前記黒帯検出手段の検出結果を基に、前記入力映像信号のアスペクト比を保ちつつ、入
力映像信号の拡大または縮小の比率を算出する演算手段と、
　前記演算手段により求められた比率に基づいて、前記入力映像信号を拡大または縮小す
る拡大縮小手段と
　を備えた映像信号処理装置。
【請求項２】
　前記基準領域設定手段は、前記入力映像信号の種別に応じて前記基準領域を設定し、
　前記増減幅設定手段は、前記入力映像信号の種別に応じて設定された増減幅の初期値を
基に、前記単位フレームにおける計測ごとに前記増減幅を設定する
　請求項１に記載の映像信号処理装置。
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【請求項３】
　前記増減幅設定手段は、前回の増減幅の２分の１を新たな増減幅として設定し直し、
　前記計測領域設定手段は、前記黒帯検出手段によって黒帯領域と映像領域との境界が検
出されたか否かに応じて、選択的に前回の計測領域に対して前記新たな増減幅の加減算を
行うことにより、新たな計測領域を設定し直し、
　前記計測手段は、新たな計測領域について計測を行う
　請求項１または請求項２に記載の映像信号処理装置。
【請求項４】
　前記黒帯検出手段は、前記計測領域の端辺から連続して存在するしきい値未満の画素の
画素数を検出すると共に、この検出処理を前記計測領域の端辺に沿って行い、検出された
画素数のうちの最小値をもって黒帯領域の幅と判定する
　請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項５】
　前記計測手段は、前記計測領域における水平方向および垂直方向の２方向について並行
して計測を行う
　請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項６】
　前記計測領域設定手段は、計測領域における水平方向の両端位置および垂直方向の上端
位置として、前記基準領域における水平方向の両端位置および垂直方向の上端位置を設定
する一方、その計測領域における下端位置の初期値として、前記基準領域における上端位
置に前記増減幅の初期値を加算した位置を設定すると共に、計測領域における下端位置に
対して前記増減幅の加減算を逐次行うことによって新たな計測領域を設定し直し、
　前記黒帯検出手段は、前記計測領域設定手段により設定された計測領域についての計測
結果に基づいて、前記入力映像信号に含まれる上側の黒帯領域を検出する
　請求項５に記載の映像信号処理装置。
【請求項７】
　前記計測領域設定手段は、計測領域における水平方向の両端位置および垂直方向の下端
位置として、前記基準領域における水平方向の両端位置および垂直方向の下端位置を設定
する一方、その計測領域における上端位置の初期値として、前記基準領域における下端位
置から前記増減幅の初期値を減算した位置を設定すると共に、計測領域における上端位置
に対して前記増減幅の加減算を逐次行うことによって新たな計測領域を設定し直し、
　前記黒帯検出手段は、前記計測領域設定手段により設定された計測領域についての計測
結果に基づいて、前記入力映像信号に含まれる下側の黒帯領域を検出する
　請求項５に記載の映像信号処理装置。
【請求項８】
　前記計測領域設定手段は、計測領域における垂直方向の両端位置および水平方向の左端
位置として、前記基準領域における垂直方向の両端位置および水平方向の左端位置を設定
する一方、その計測領域における右端位置の初期値として、前記基準領域における左端位
置に前記増減幅の初期値を加算した位置を設定すると共に、計測領域における右端位置に
対して前記増減幅の加減算を逐次行うことによって新たな計測領域を設定し直し、
　前記黒帯検出手段は、前記計測領域設定手段により設定された計測領域についての計測
結果に基づいて、前記入力映像信号に含まれる左側の黒帯領域を検出する
　請求項５に記載の映像信号処理装置。
【請求項９】
　前記計測領域設定手段は、計測領域における垂直方向の両端位置および水平方向の右端
位置として、前記基準領域における垂直方向の両端位置および水平方向の右端位置を設定
する一方、その計測領域における左端位置の初期値として、前記基準領域における右端位
置から前記増減幅の初期値を減算した位置を設定すると共に、計測領域における左端位置
に対して前記増減幅の加減算を逐次行うことによって新たな計測領域を設定し直し、
　前記黒帯検出手段は、前記計測領域設定手段により設定された計測領域についての計測
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結果に基づいて、前記入力映像信号に含まれる右側の黒帯領域を検出する
　請求項５に記載の映像信号処理装置。
【請求項１０】
　前記拡大縮小手段は、前記入力映像信号が表示装置の画面全体に表示されるように拡大
または縮小を行う
　請求項１ないし請求項９のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項１１】
　前記演算手段は、前記入力映像信号の切り替わりに追従して前記比率を再計算する
　請求項１ないし請求項１０のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項１２】
　前記拡大縮小手段は、検出された黒帯領域に含まれる字幕が欠落しないように拡大また
は縮小を行う
　請求項１ないし請求項１１のいずれか１項に記載の映像信号処理装置。
【請求項１３】
　前記字幕が欠落しないように拡大または縮小された映像信号に対して表示位置調整を行
う調整手段を備えた
　請求項１２に記載の映像信号処理装置。
【請求項１４】
　入力映像信号のうちの指定された計測領域について、単位フレーム期間内に、設定され
たしきい値未満の信号レベルか否かを画素ごとに計測する計測手段と、
　計測の基準となる基準領域を設定する基準領域設定手段と、
　計測区間を増減する際の増減幅を設定する増減幅設定手段と、
　前記基準領域と前記増減幅とに基づいて、前記計測領域を設定する計測領域設定手段と
、
　前記計測手段の計測結果に基づいて、前記入力映像信号に含まれる黒帯領域を検出する
黒帯検出手段と、
　前記黒帯検出手段の検出結果を基に、前記入力映像信号のアスペクト比を保ちつつ、入
力映像信号の拡大または縮小の比率を算出する演算手段と、
　前記演算手段により求められた比率に基づいて、前記入力映像信号を拡大または縮小す
る拡大縮小手段と、
　拡大または縮小された映像信号を基に映像表示を行う表示手段と
　を備えた映像表示装置。
【請求項１５】
　入力映像信号のうちの指定された計測領域について、単位フレーム期間内に、設定され
たしきい値未満の信号レベルか否かを画素ごとに計測し、
　その画素ごとの計測結果に基づいて、前記入力映像信号に含まれる黒帯領域を検出し、
　前記黒帯領域の検出結果を基に、前記入力映像信号のアスペクト比を保ちつつ、入力映
像信号の拡大または縮小の比率を算出し、
　求められた比率に基づいて前記入力映像信号を拡大または縮小し、
　拡大または縮小された映像信号を基に映像表示を行うと共に、
　前記計測領域を設定する際には、
　計測の基準となる基準領域と、計測区間を増減する際の増減幅とをそれぞれ設定し、
　前記基準領域と前記増減幅とに基づいて、前記計測領域を設定する
　映像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像信号に含まれる黒帯領域の検出結果を用いた画像処理を行う映像信号処
理装置、映像表示装置および映像表示方法に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　通常、テレビジョン受像機（ＴＶ（TeleVision）装置）などの映像表示装置には、入力
画像に画質補正を施す画像処理機能（例えば、明暗やコントラストの調整、輪郭補正など
の機能）が備わっている。このような画像処理機能では、例えば入力映像信号の平均輝度
（ＡＰＬ；Average Peak Level）や輝度レベルのヒストグラム分布を求めることによって
なされ、いわゆる映像のつぶれや黒浮きを防止して階調性を向上させるため、効果的に適
用されている。
【０００３】
　また、最近のＴＶ装置には、入力映像信号を拡大または縮小して表示する機能が備わっ
ているものも登場している。ここで、そのような入力映像信号の拡大または縮小を行うに
際しては、入力映像信号に黒帯領域が含まれているかを考慮する必要がある。この黒帯領
域とは、例えばシネマスコープサイズで収録されたＤＶＤ（Digital Versatile Disk）の
映像信号や放送局から送られる映像信号に含まれており、映像領域の上下に黒帯領域を含
むレターボックスと呼ばれる方式や、映像信号の左右に黒帯領域を含むサイドパネルと呼
ばれる方式が挙げられる。このように黒帯領域を含む入力映像信号に対して拡大・縮小処
理を行うには、黒帯領域を検出して表示画面に表示されないようにする必要がある。
【０００４】
　そこで、このように入力映像信号に含まれる黒帯領域を効果的に検出するため、種々の
方法が提案されている（例えば、特許文献１～３）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２０３９３３号公報
【特許文献２】特許２５８８９９９号公報
【特許文献３】特開平８－２５６３０２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１～３に示された検出方法では、１フレームごとに１ライ
ンずつ黒帯領域の有無を判断して検出しているため、黒帯領域全体を検出するのに非常に
時間がかかってしまうという問題があった。よって、例えばシーンチェンジの場合などに
は途中で検出処理がふりだしに戻ってしまい、いつまでも検出できなくなるおそれがあっ
た。近年では、例えばフルＨＤ（High Definition）規格のＴＶ装置のように、映像表示
装置の解像度が高くなってきているため、短時間に適切な黒帯検出処理を行うことは非常
に重要である。
【０００７】
　また、特許文献３では、入力映像信号を拡大または縮小する際にアスペクト比を変換し
て行っているため、本来の映像信号に基づいて忠実な映像表示を行うことができなかった
。よって、場合によっては視聴者にとって非常に見づらい映像表示となってしまっていた
。
【０００８】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、入力映像信号に含まれる
黒帯領域をより短時間に検出すると共に映像表示を見やすくすることが可能な映像信号処
理装置、映像表示装置および映像表示方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の映像信号処理装置は、入力映像信号のうちの指定された計測領域について、単
位フレーム期間内に、設定されたしきい値未満の信号レベルか否かを画素ごとに計測する
計測手段と、計測の基準となる基準領域を設定する基準領域設定手段と、計測区間を増減
する際の増減幅を設定する増減幅設定手段と、これらの基準領域と増減幅とに基づいて、
計測領域を設定する計測領域設定手段と、計測手段の計測結果に基づいて、入力映像信号
に含まれる黒帯領域を検出する黒帯検出手段と、この黒帯検出手段の検出結果を基に、入
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力映像信号のアスペクト比を保ちつつ、入力映像信号の拡大または縮小の比率を算出する
演算手段と、この演算手段により求められた比率に基づいて入力映像信号を拡大または縮
小する拡大縮小手段とを備えたものである。
【００１０】
　ここで、「単位フレーム」とは、一もしくは数個の映像フレーム、または一もしくは数
個の映像フィールドを意味するものである。
【００１１】
　本発明の映像表示装置は、上記本発明の映像信号処理装置と、拡大または縮小された映
像信号を基に映像表示を行う表示手段とを備えたものである。
【００１２】
　本発明の映像表示方法は、入力映像信号のうちの指定された計測領域について、単位フ
レーム期間内に、設定されたしきい値未満の信号レベルか否かを画素ごとに計測し、その
画素ごとの計測結果に基づいて、入力映像信号に含まれる黒帯領域を検出し、この黒帯領
域の検出結果を基に、入力映像信号のアスペクト比を保ちつつ、入力映像信号の拡大また
は縮小の比率を算出し、求められた比率に基づいて入力映像信号を拡大または縮小し、拡
大または縮小された映像信号を基に映像表示を行うと共に、計測領域を設定する際には、
計測の基準となる基準領域と、計測区間を増減する際の増減幅とをそれぞれ設定し、これ
らの基準領域と増減幅とに基づいて、計測領域を設定するようにしたものである。
【００１３】
　本発明の映像信号処理装置、映像表示装置および映像表示方法では、単位フレーム期間
内に、入力映像信号に含まれる黒帯領域が検出される。また、この黒帯領域の検出結果を
基に、入力映像信号のアスペクト比を保ちつつ、入力映像信号の拡大または縮小を行うた
めの比率が算出される。そして求められた比率に基づいて、入力映像信号が拡大または縮
小される。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の映像信号処理装置、映像表示装置または映像表示方法によれば、単位フレーム
期間内に入力映像信号に含まれる黒帯領域を検出すると共に、この黒帯領域の検出結果を
基に、入力映像信号のアスペクト比を保ちつつ入力映像信号の拡大または縮小の比率を算
出し、求められた比率に基づいて入力映像信号を拡大または縮小するようにしたので、入
力映像信号に含まれる黒帯領域をより短時間に検出すると共に、映像表示を見やすくする
ことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る映像表示装置の全体構成を表すものである。この
映像表示装置は、チューナ１１、Ｙ／Ｃ分離回路１２、クロマデコーダ１３、スイッチ１
４、黒帯検出部２、画像処理部３、マトリクス回路４１、ドライバ４２および表示部５を
備えている。なお、本発明の一実施の形態に係る映像信号処理装置および映像表示方法は
、本実施の形態に係る映像表示装置によって具現化されるので、以下、併せて説明する。
【００１７】
　この画像表示装置へ入力される画像信号は、ＴＶからのテレビ信号のほか、ＶＣＲ（Vi
deo Cassette Recorder）やＤＶＤ等の出力であってよい。このように複数種の媒体から
画像情報を取り込み、各自について画面表示を行うことは、近年のテレビジョンやパーソ
ナルコンピュータ（ＰＣ）においては一般的になってきている。
【００１８】
　チューナ１１は、ＴＶからのテレビ信号を受信すると共に復調し、コンポジット信号（
ＣＶＢＳ；Composite Video Burst Signal）として出力するものである。
【００１９】
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　Ｙ／Ｃ分離回路１２は、チューナ１１からのコンポジット信号、またはＶＣＲやＤＶＤ
１からのコンポジット信号をそれぞれ、輝度信号Ｙ１と色信号Ｃ１とに分離して出力する
ものである。
【００２０】
　クロマデコーダ１３は、Ｙ／Ｃ分離回路１２によって分離された輝度信号Ｙ１および色
信号Ｃ１を、輝度信号Ｙ１および色差信号Ｕ１，Ｖ１からなるＹＵＶ信号（Ｙ１，Ｕ１，
Ｖ１）として出力するものである。
【００２１】
　なお、このＹＵＶ信号は、２次元ディジタル画像の画像データであり、画像上の位置に
対応する画素値の集合である。そのうち、輝度信号Ｙは輝度レベルを表現し、白１００％
である白レベルと、黒１００％である黒レベルとの間の振幅値をとるようになっている。
また、画像信号の白１００％は、ＩＲＥ（Institute of Radio Engineers）という画像信
号の相対的な比を表す単位において、１００（ＩＲＥ）と定められている。日本のＮＴＳ
Ｃ（National Television Standards Committee）信号の規格では、白レベルが１００Ｉ
ＲＥ，黒レベルが０ＩＲＥである。一方、色差信号Ｕ，Ｖはそれぞれ、青（Ｂ；Blue）か
ら輝度信号Ｙを引いた信号Ｂ－Ｙ、赤（Ｒ；Red）から輝度信号Ｙを引いた信号Ｒ－Ｙに
対応しており、これらＵ信号，Ｖ信号を輝度信号Ｙと組み合わせることによって、色（色
相，彩度，輝度）が表現されるようになっている。
【００２２】
　スイッチ１４は、複数種の媒体からのＹＵＶ信号（ここではＹＵＶ信号（Ｙ１，Ｕ１，
Ｖ１）、およびＤＶＤ２からのＹＵＶ信号（Ｙ２，Ｕ２，Ｖ２））を切り換えることによ
り、選択した信号をＹＵＶ信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）として出力するものである。
【００２３】
　黒帯検出部２は、入力映像信号であるＹＵＶ信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）に含まれる黒帯
領域を検出するものであり、具体的には輝度信号Ｙinに基づいて黒帯領域を検出し、検出
結果Ｋoutを後述する画像処理部３へ出力するものである。この黒帯検出部２は、信号種
別判別部２１と、計測部２２と、検出部２３とを有している。
【００２４】
　図２は、この黒帯検出部２の詳細構成を表したものである。
【００２５】
　信号種別判別部２１は、入力映像信号の種別を判別するものであり、具体的には、例え
ばＮＴＳＣの４８０ｉ信号や、ＰＡＬ（Phase Alternating Line）の５７６ｉ信号などの
種別が判別されるようになっている。
【００２６】
　計測部２２は、信号レベル比較部２２１と、計測結果出力部２２２とを有しており、入
力映像信号のうちの指令された計測領域について、単位フレーム期間内に所定の計測を行
うものである。具体的には、この計測領域内で画素ごとに、輝度信号Ｙinに基づいて設定
されたしきい値Ｖｔ未満の信号レベルか否かを計測するようになっている。
【００２７】
　図３（Ａ），（Ｂ）は、入力映像信号６に黒帯領域が含まれる場合の各領域を模式的に
表したものである。図３（Ａ）は、映像領域６２の上下に黒帯領域６１Ａ，６１Ｂが設け
られたものであり、例えばシネマスコープサイズの映像信号などが該当する。また、黒帯
領域６１Ａ内にはＯＳＤ（On Screen Display）６３Ａが挿入され、黒帯領域６１Ｂ内に
は字幕６３Ｂが挿入されている。また、これら映像領域６２および黒帯領域６１Ａ，６１
Ｂの周囲には、ブランキング領域６０が設けられている。一方、図３（Ｂ）は、映像領域
６６の左右に黒帯領域６５Ａ，６５Ｂが設けられたものであり、例えばサイドパネルの映
像信号などが該当する。また、これら映像領域６６および黒帯領域６５Ａ，６５Ｂの周囲
にも、ブランキング領域６０が設けられている。なお、ＯＳＤや字幕は黒帯領域に挿入さ
れている場合と挿入されていない場合があり、挿入されている場合においても、上下また
は左右の黒帯領域のどちらか一方または両方に挿入される場合がある。
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【００２８】
　信号レベル比較部２２１は、例えば図４（Ａ）に示したように入力映像信号６のうちの
指令された計測領域６４Ａについて、単位フレーム期間内に、各画素の輝度信号Ｙinと設
定されたしきい値Ｖｔとの間の信号レベルの大小を比較し、しきい値Ｖｔ以上の信号レベ
ルの画素位置を出力するものである。このしきい値Ｖｔは、例えば映像領域６２の画素位
置が出力されてブランキング領域６０および黒帯領域６１Ａ，６１Ｂの画素位置が出力さ
れないように設定される。
【００２９】
　また、計測結果出力部２２２は、信号レベル比較部２２１から出力されるしきい値Ｖｔ
以上の画素位置に基づいて、図４（Ａ）に示したような、計測領域６４Ａ内での水平バッ
クポーチ長Ｈｂｐ、水平フロントポーチ長Ｈｆｐ、垂直バックポーチ長Ｖｂｐおよび垂直
フロントポーチ長Ｖｆｐをそれぞれ求めて出力するものである。なお、図４（Ａ）中の計
測領域６４Ａは、黒帯検出する際の基準となる基準領域の場合のものを表しているが、例
えば図４（Ｂ）に示した計測領域６４Ｂのように、計測領域の区間は任意に設定可能であ
る。この計測領域の区間の増減については、後述する。
【００３０】
　検出部２３は、計測部２２による水平バックポーチ長Ｈｂｐ、水平フロントポーチ長Ｈ
ｆｐ、垂直バックポーチ長Ｖｂｐおよび垂直フロントポーチ長Ｖｆｐの計測結果、ならび
に信号種別判別部２１による信号種別判別結果Ｓoutに基づいて、実際に入力映像信号６
に含まれる黒帯領域を検出するものである。この検出部２３は、黒帯判定部２３０と、基
準領域設定部２３１と、増減幅初期値設定部２３２と、増減幅設定部２３３と、境界判定
部２３４と、再検出回数設定部２３５と、下限値設定部２３６と、検出判定部２３７と、
計測領域設定部２３８と、しきい値設定部２３９とを有している。
【００３１】
　黒帯判定部２３０は、計測部２２による水平バックポーチ長Ｈｂｐ、水平フロントポー
チ長Ｈｆｐ、垂直バックポーチ長Ｖｂｐおよび垂直フロントポーチ長Ｖｆｐの計測結果Ｍ
outが、黒帯領域によるものであるか否かを判断するものである。
【００３２】
　基準領域設定部２３１は、黒帯検出する際の基準となる基準領域を設定するものであり
、信号種別判別部２１による信号種別判別結果Ｓoutに応じて、例えば図５に示した入力
映像信号６中の基準領域６４Ａのように設定される。また、増減幅初期値設定部２３２は
、計測部２２による計測区間を変化させる際の変化量（増減幅）の初期値を設定する部分
である。この増減幅は、例えば図５に示したように計測領域６４Ａから計測領域６４Ｂへ
と垂直方向に計測区間を変化させる場合、増減幅６４Ｖのように表され、水平方向の場合
も同様にして表される。また、増減幅初期値設定部２３２は、信号種別判別部２１による
信号種別判別結果Ｓoutに応じて、増減幅の初期値を２のべき乗（２ｎ（ｎ：自然数））
の値に設定するようになっている。具体的には、例えば入力映像信号６がＮＴＳＣの５２
５ｉ信号の場合には増減幅の初期値を６４に設定し、入力映像信号６がプログレッシブ信
号に変換された５２５ｐ信号の場合には増減幅の初期値を１２８に設定するようになって
いる。
【００３３】
　増減幅設定部２３３は、増減幅初期値設定部２３２によって設定された増減幅の初期値
および黒帯判定部２３０による判定結果に基づいて、計測区間の増減幅を設定するもので
ある。具体的には、この増減幅の絶対値は、増減幅初期値設定部２３２によって設定され
た初期値から始まり、１単位フレームの計測ごとに前回の増減幅の１／２を新たな増減幅
として設定し直すようになっている。また、この増減幅の絶対値を現在の計測区間に対し
て加算するのかまたは減算するのかは、後述する黒帯判定部２３０による判定結果に応じ
て決定されるようになっている。
【００３４】
　境界判定部２３４は、黒帯判定部２３０による判定結果および増減幅設定部２３３によ
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って設定された計測区間の増減幅に基づいて、黒帯領域６１Ａ，６１Ｂ，６５Ａ，６５Ｂ
と映像領域６２，６６との境界を判定するものである。
【００３５】
　再検出回数設定部２３５は、後述する検出判定部２３７において黒帯領域を最終的に特
定する際の再検出回数を設定するものである。この再検出回数は、０以上の整数で表され
る。また、下限値設定部２３６は、信号種別判別部２１による信号種別判別結果Ｓoutに
応じて、境界判定部２３４によって判定された黒帯領域の境界から算出された映像領域６
２の水平幅または垂直幅の下限値を設定するものである。映像領域６２の垂直幅の場合、
例えば図６に示した垂直幅６２Ｖのように表され、これに下限値を設定することにより、
暗いシーン等での誤検出（図６では、入力映像信号６中に黒帯領域が存在せず、映像領域
６２による暗いシーン等が表されている場合を示している）を防止するようになっている
。
【００３６】
　検出判定部２３７は、境界判定部２３４による黒帯領域の境界判定結果、再検出回数設
定部２３５により設定された再検出回数および下限値設定部２３６により設定された映像
領域幅の下限値に基づいて、入力映像信号６に含まれる黒帯領域を最終判定し、確定した
黒帯検出結果Ｋoutを画像処理部３へ出力するものである。
【００３７】
　計測領域設定部２３８は、増減幅設定部２３３によって設定された計測区間の増減幅に
基づいて計測部２２での計測領域を設定し、逐次信号レベル比較部２２１へ出力するもの
である。また、しきい値設定部２３９は、計測部２２での計測の際に用いられる信号レベ
ルのしきい値Ｖｔを設定し、そのしきい値Ｖｔを信号レベル比較部２２１へ出力するもの
である。なお、前述のように計測領域内においてしきい値Ｖｔ未満の信号レベルの領域が
、黒帯領域となりうる。
【００３８】
　図１の説明に戻り、画像処理部３は、黒帯検出部２による黒帯検出結果Ｋout、および
この黒帯検出部２内の信号種別判別部２１による入力映像信号の種別判別結果Ｓoutに基
づいて、入力映像信号であるＹＵＶ信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）に対して画像処理を行うも
のである。具体的には、入力映像信号のアスペクト比を保ちつつ、その入力映像信号を拡
大または縮小する処理（アスペクト比調整処理）を行うようになっており、表示部５の表
示サイズ（画素数）、黒帯検出結果Ｋoutおよび種別判別結果Ｓoutに基づいて入力映像信
号の拡大または縮小の比率を演算する演算部３１と、この演算部３１による演算結果Ｃou
t（拡大縮小比率）に基づいて入力映像信号であるＹＵＶ信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）の拡
大または縮小を行う拡大縮小部３２と、この拡大縮小部３２によって黒帯領域内の字幕が
欠落しないように拡大または縮小された映像信号に対して位置調整を行う位置調整部３３
とを有している。
【００３９】
　マトリクス回路４１は、画像処理部３によって画像処理（アスペクト比調整処理）後の
ＹＵＶ信号（Ｙout，Ｕout，Ｖout）をＲＧＢ信号に再生すると共に、この再生されたＲ
ＧＢ信号（Ｒout，Ｇout，Ｂout）をドライバ４２へ出力するものである。
【００４０】
　ドライバ４２は、マトリクス回路４１から出力されるＲＧＢ信号（Ｒout，Ｇout，Ｂou
t）に基づいて表示部５に対する駆動信号を生成し、この駆動信号を表示部５へ出力する
ものである。
【００４１】
　表示部５は、ドライバ４２から出力される駆動信号に応じて、画像処理部３によって画
像処理（アスペクト比調整処理）後のＹＵＶ信号（Ｙout，Ｕout，Ｖout）に基づく映像
表示を行うものである。この表示部５はどのような種類の表示デバイスであってもよく、
例えばＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）や、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＰＤＰ（Pl
asma Display Panel）、有機または無機のＥＬ（ElectroLuminescence）ディスプレイ等
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が用いられる。
【００４２】
　次に、本実施の形態の映像表示装置の動作について説明する。最初に、この映像表示装
置の基本動作について説明する。
【００４３】
　まず、この映像表示装置へ入力される映像信号が、ＹＵＶ信号に復調される。具体的に
は、ＴＶからのテレビ信号は、チューナ１１で復調されてコンポジット信号となり、ＶＣ
ＲやＤＶＤ１からは、コンポジット信号が直接、映像表示装置へ入力される。そしてこれ
らコンポジット信号は、Ｙ／Ｃ分離回路１２において、輝度信号Ｙ１と色信号Ｃ１とに分
離され、クロマデコーダ１３において、ＹＵＶ信号（Ｙ１，Ｕ１，Ｖ１）にデコードされ
る。一方、ＤＶＤ２からは、ＹＵＶ信号（Ｙ２，Ｕ２，Ｖ２）が直接、映像表示装置へ入
力される。
【００４４】
　次いで、スイッチ１４において、これらＹＵＶ信号（Ｙ１，Ｕ１，Ｖ１）とＹＵＶ信号
（Ｙ２，Ｕ２，Ｖ２）とのうち、一方のＹＵＶ信号が選択され、ＹＵＶ信号（Ｙin，Ｕin
，Ｖin）として出力される。そして、このＹＵＶ信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）のうち、輝度
信号Ｙinは、黒帯検出部２内の信号種別判別部２１および計測部２２、ならびに画像処理
部３内の拡大縮小部３２へそれぞれ出力され、色差信号Ｕin，Ｖinは、それぞれこの画像
処理部３内の拡大縮小部３２へ出力される。
【００４５】
　ここで、黒帯検出部２では、入力映像信号であるＹＵＶ信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）に含
まれる黒帯領域が検出される。具体的には、輝度信号Ｙinに基づいて黒帯領域が検出され
、検出結果Ｋoutが画像処理部３へ出力される。より具体的には、計測部２２において、
入力映像信号のうちの指令された計測領域について、単位フレーム期間内に画素ごとに、
輝度信号Ｙinがしきい値Ｖｔ未満の信号レベルか否かが計測され、検出部２３において、
計測部２２による水平バックポーチ長Ｈｂｐ、水平フロントポーチ長Ｈｆｐ、垂直バック
ポーチ長Ｖｂｐおよび垂直フロントポーチ長Ｖｆｐの計測結果、ならびに信号種別判別部
２１による信号種別判別結果Ｓoutに基づいて、入力映像信号６に含まれる黒帯領域が検
出され、その黒帯検出結果Ｋoutが画像処理部３へ出力される。
【００４６】
　また、画像処理部３では、黒帯検出部２による黒帯検出結果Ｋout、および信号種別判
別部２１による入力映像信号の種別判別結果Ｓoutに基づいて、入力映像信号であるＹＵ
Ｖ信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）に対して画像処理、具体的には入力映像信号のアスペクト比
を保ちつつその入力映像信号を拡大または縮小する処理（アスペクト比調整処理）がなさ
れる。
【００４７】
　次いで、マトリクス回路４１では、画像処理部３によって画像処理（アスペクト比調整
処理）後のＹＵＶ信号（Ｙout，Ｕout，Ｖout）がＲＧＢ信号（Ｒout，Ｇout，Ｂout）に
再生され、ドライバ４２では、このＲＧＢ信号（Ｒout，Ｇout，Ｂout）に基づいて駆動
信号が生成され、この駆動信号に基づいて、表示部５に映像が表示される。
【００４８】
　次に、図７～図１０を参照して、本発明の特徴的部分の１つである、計測部２２による
計測処理の詳細について説明する。
【００４９】
　図７～図１０はそれぞれ、計測部２２による水平バックポーチ長Ｈｂｐ、水平フロント
ポーチ長Ｈｆｐ、垂直バックポーチ長Ｖｂｐおよび垂直フロントポーチ長Ｖｆｐの計測方
法の一例を、タイミング図で表したものである。これらの図において、Ｈｓｙｎｃは水平
同期信号を、Ｖｓｙｎｃは垂直同期信号を、Ｃｌｏｃｋは画素ごとの周期に対応したクロ
ック（ドットクロック）信号を、Ｈ_actは水平方向におけるしきい値Ｖｔ以上の信号レベ
ルの画素位置に対応する水平アクティブ信号を、Ｖ_actは各１水平期間において１画素で
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も水平アクティブ信号Ｈ_actが「Ｈ」レベルとなった場合にアクティブとなる垂直アクテ
ィブ信号を、Ｈbp_cntは水平バックポーチ用カウンタ出力を、Ｈfp_cntは水平フロントポ
ーチ用カウンタ出力を、Ｖbp_cntは垂直バックポーチ用カウンタ出力を、Ｖfp_cntは垂直
フロントポーチ用カウンタ出力を、Ｈbp_latは１水平期間前の水平バックポーチ用カウン
タ出力Ｈbp_cntの確定値をラッチ（保持）したものに対応する水平バックポーチ用ラッチ
出力を、Ｈfp_latは１水平期間前の水平フロントポーチ用カウンタ出力Ｈfp_cntの確定値
をラッチしたものに対応する水平フロントポーチ用ラッチ出力を、Ｈbp_outは最終的に水
平バックポーチ長Ｈｂｐの確定値として出力される水平バックポーチ長出力を、Ｈfp_out
は最終的に水平フロントポーチ長Ｈｆｐの確定値として出力される水平フロントポーチ長
出力を、Ｖbp_outは１垂直期間前の垂直バックポーチ用カウンタ出力Ｖbp_cntの確定値を
ラッチしたものに対応すると共に最終的に垂直バックポーチ長Ｖｂｐの確定値として出力
される垂直バックポーチ長出力を、Ｖfp_outは１垂直期間前の垂直フロントポーチ用カウ
ンタ出力Ｖfp_cntの確定値をラッチしたものに対応すると共に最終的に垂直フロントポー
チ長Ｖｆｐの確定値として出力される垂直フロントポーチ長出力を、それぞれ表している
。また、輝度信号Ｙin中に示した「＜」はしきい値Ｖｔ未満の信号レベルであることを表
し、「＞」はしきい値以上の信号レベルであることを表している。
【００５０】
　まず、図７に示した水平バックポーチ長Ｈｂｐの測定については、以下のようにして行
われる。
【００５１】
　タイミングｔ０において水平同期信号Ｈｓｙｎｃ（図７（Ｂ））が「Ｈ」レベルになる
と、その立ち上がりエッジにおいて、水平バックポーチ用カウンタ出力Ｈbp_cnt（図７（
Ｆ））がリセットとなり、「０」が出力される。そしてこのタイミングｔ０以降は、クロ
ック信号Ｃｌｏｃｋ（図７（Ｃ））の立ち上がりエッジ（タイミングｔ１，ｔ２，…）に
おいて、水平バックポーチ用カウンタ出力Ｈbp_cntの値が１ずつ増加していく。
【００５２】
　次に、タイミングｔ４において輝度信号Ｙin（図７（Ｄ））がしきい値Ｖｔ以上の信号
レベルとなると、クロック信号Ｃｌｏｃｋの次の立ち上がりエッジであるタイミングｔ５
において、水平アクティブ信号Ｈ_act（図７（Ｅ））が「Ｈ」レベルとなる。すると、こ
の水平アクティブ信号Ｈ_actが「Ｈ」レベルの間（タイミングｔ５～ｔ７）、水平バック
ポーチ用カウンタ出力Ｈbp_cntの値が固定となる（図７では、「４」に固定されている）
。このときの水平バックポーチ用カウンタ出力Ｈbp_cntの値がその水平期間における確定
値となり、水平バックポーチ用ラッチ出力Ｈbp_lat（図７（Ｇ））として更新され、保持
される。また、このとき、１水平期間前（更新前）の水平バックポーチ用ラッチ出力Ｈbp
_latの値（図７では、「６」となっている）と、これまでの測定における水平バックポー
チ長Ｈｂｐの最小値に対応する水平バックポーチ長出力Ｈbp_out（図７（Ｈ））の値（図
７では、「１０」となっている）との大小が比較され、小さいほうの値が新たな水平バッ
クポーチ長出力Ｈbp_outとして更新される（図７では、「１０」から「６」に更新されて
いる）。
【００５３】
　次に、タイミングｔ６において輝度信号Ｙinが再びしきい値Ｖｔ未満の信号レベルとな
ると、クロック信号Ｃｌｏｃｋの次の立ち上がりエッジであるタイミングｔ７において、
水平アクティブ信号Ｈ_actが「Ｌ」レベルへと戻り、水平バックポーチ用カウンタ出力Ｈ
bp_cntの値が再び１ずつ増加していく。そしてタイミングｔ８において水平同期信号Ｈｓ
ｙｎｃが「Ｈ」レベルとなることで、１水平期間の計測が終了となる。
【００５４】
　このような１水平期間の計測が単位フレーム期間にわたって行われることで、この単位
フレーム期間内の短時間において、計測領域６４Ａ，６４Ｂの左端から連続して存在する
しきい値Ｖｔ未満の画素数の最小値に対応する水平バックポーチ長Ｈｂｐが、計測部２２
から出力される。
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【００５５】
　また、図８に示した水平フロントポーチ長Ｈｆｐの測定については、基本的には水平バ
ックポーチ長Ｈｂｐの測定と同様に、以下のようにして行われる。
【００５６】
　まず、タイミングｔ１０において水平同期信号Ｈｓｙｎｃ（図８（Ｂ））が「Ｈ」レベ
ルになり、タイミングｔ１１において輝度信号Ｙin（図８（Ｄ））がしきい値Ｖｔ以上の
信号レベルとなると、クロック信号Ｃｌｏｃｋ（図８（Ｃ））の次の立ち上がりエッジで
あるタイミングｔ１２において、水平アクティブ信号Ｈ_act（図８（Ｅ））が「Ｈ」レベ
ルとなる。すると、この水平アクティブ信号Ｈ_actが「Ｈ」レベルの間（タイミングｔ１
２～ｔ１４）、水平フロントポーチ用カウンタ出力Ｈfp_cnt（図８（Ｆ））がリセットと
なり、「０」が出力される。
【００５７】
　次に、タイミングｔ１３において輝度信号Ｙinが再びしきい値Ｖｔ未満の信号レベルと
なると、クロック信号Ｃｌｏｃｋの次の立ち上がりエッジであるタイミングｔ１４におい
て、水平アクティブ信号Ｈ_actが「Ｌ」レベルへ戻る。すると、このタイミングｔ１４以
降（タイミングｔ１４，ｔ１５，…）、水平フロントポーチ用カウンタ出力Ｈfp_cntの値
が１ずつ増加していくようになる。
【００５８】
　次に、タイミングｔ１８において水平同期信号Ｈｓｙｎｃが再び「Ｈ」レベルになると
、このときの水平フロントポーチ用カウンタ出力Ｈfp_cntの値がその水平期間における確
定値となり、水平フロントポーチ用ラッチ出力Ｈfp_lat（図８（Ｇ））として更新され、
保持される。またこのとき、１水平期間前（更新前）の水平フロントポーチ用ラッチ出力
Ｈbp_latの値（図８では、「６」となっている）と、これまでの測定における水平フロン
トポーチ長Ｈｆｐの最小値に対応する水平フロントポーチ長出力Ｈfp_out（図８（Ｈ））
の値（図８では、「１０」となっている）との大小が比較され、小さいほうの値が新たな
水平フロントポーチ長出力Ｈfp_outとして更新される（図８では、「１０」から「６」に
更新されている）。以上で、１水平期間の計測が終了となる。
【００５９】
　このような１水平期間の計測が単位フレーム期間にわたって行われることで、この単位
フレーム期間内の短時間において、計測領域６４Ａ，６４Ｂの右端から連続して存在する
しきい値Ｖｔ未満の画素数の最小値に対応する水平フロントポーチ長Ｈｆｐが、計測部２
２から出力される。
【００６０】
　また、図９に示した垂直バックポーチ長Ｖｂｐの測定については、以下のようにして行
われる。
【００６１】
　タイミングｔ２０において垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ（図９（Ａ））が「Ｈ」レベルにな
ると、その立ち上がりエッジにおいて、垂直バックポーチ用カウンタ出力Ｖbp_cnt（図９
（Ｅ））がリセットとなり、「０」が出力される。そしてこのタイミングｔ２０以降は、
水平同期信号Ｈｓｙｎｃ（図９（Ｂ））の立ち上がりエッジ（タイミングｔ２１，ｔ２２
，…）において、垂直バックポーチ用カウンタ出力Ｖbp_cntの値が１ずつ増加していく。
【００６２】
　次に、タイミングｔ２２～ｔ２５の１水平期間内のタイミングｔ２３～ｔ２４において
、輝度信号Ｙinがしきい値Ｖｔ以上の信号レベルとなって水平アクティブ信号Ｈ_act（図
９（Ｃ））が「Ｈ」レベルとなると、水平同期信号Ｈｓｙｎｃの次の立ち上がりエッジで
あるタイミングｔ２５において、垂直アクティブ信号Ｖ_act（図９（Ｄ））が「Ｈ」レベ
ルになる。すると、この垂直アクティブ信号Ｖ_actが「Ｈ」レベルの間（タイミングｔ２
５～ｔ２８）、すなわち水平アクティブ信号Ｈ_actが１水平期間中に「Ｈ」レベルとなる
期間があるうちは、垂直バックポーチ用カウンタ出力Ｖbp_cntの値が固定となる（図９で
は、「２」に固定されている）。また、このときの垂直バックポーチ用カウンタ出力Ｖbp
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_cntの値がその垂直期間における確定値となり、垂直バックポーチ長出力Ｖbp_out（図９
（Ｆ））として更新され、保持される。
【００６３】
　次に、タイミングｔ２７～ｔ２８の１水平期間内で水平アクティブ信号Ｈ_actが「Ｌ」
レベルに固定されていると、水平同期信号Ｈｓｙｎｃの次の立ち上がりエッジであるタイ
ミングｔ２８において、垂直アクティブ信号Ｖ_actが「Ｌ」レベルへと戻り、垂直バック
ポーチ用カウンタ出力Ｖbp_cntの値が再び１ずつ増加していく。そしてタイミングｔ２９
において垂直同期信号Ｖｓｙｎｃが「Ｈ」レベルとなることで、１垂直期間の計測が終了
となる。
【００６４】
　このような１垂直期間の計測が単位フレーム期間（単位フレーム期間が１垂直期間の場
合には、１垂直期間のみの測定）にわたって行われることで、この単位フレーム期間内の
短時間において、計測領域６４Ａ，６４Ｂの上端から連続して存在するしきい値Ｖｔ未満
の画素数の最小値に対応する垂直バックポーチ長Ｖｂｐが、計測部２２から出力される。
【００６５】
　また、図１０に示した垂直フロントポーチ長Ｖｆｐの測定については、基本的には垂直
バックポーチ長Ｖｂｐの測定と同様に、以下のようにして行われる。
【００６６】
　まず、タイミングｔ３０において垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ（図１０（Ａ））が「Ｈ」レ
ベルになり、タイミングｔ３１～ｔ３２において輝度信号Ｙinがしきい値Ｖｔ以上の信号
レベルとなって水平アクティブ信号Ｈ_act（図１０（Ｃ））が「Ｈ」レベルになると、水
平同期信号Ｈｓｙｎｃ（図１０（Ｂ））の次の立ち上がりエッジであるタイミングｔ３３
において、垂直アクティブ信号Ｖ_act（図１０（Ｄ））が「Ｈ」レベルとなる。すると、
この垂直アクティブ信号Ｖ_actが「Ｈ」レベルの間（タイミングｔ３３～ｔ３５）、垂直
フロントポーチ用カウンタ出力Ｖfp_cnt（図１０（Ｅ））がリセットとなり、「０」が出
力される。
【００６７】
　次に、タイミングｔ３４～ｔ３５の１水平期間内で水平アクティブ信号Ｈ_actが「Ｌ」
レベルに固定されていると、水平同期信号Ｈｓｙｎｃの次の立ち上がりエッジであるタイ
ミングｔ３５において、垂直アクティブ信号Ｖ_actが「Ｌ」レベルへ戻る。すると、この
タイミングｔ３５以降（タイミングｔ３５，ｔ３６，…）、垂直フロントポーチ用カウン
タ出力Ｖfp_cntの値が１ずつ増加していくようになる。
【００６８】
　次に、タイミングｔ３８において垂直同期信号Ｖｓｙｎｃが再び「Ｈ」レベルになると
、このときの垂直フロントポーチ用カウンタ出力Ｖfp_cntの値がその垂直期間における確
定値となり、垂直フロントポーチ長出力Ｖfp_out（図１０（Ｆ））として更新され、保持
される。以上で、１垂直期間の計測が終了となる。
【００６９】
　このような１垂直期間の計測が単位フレーム期間にわたって行われることで、この単位
フレーム期間内の短時間において、計測領域６４Ａ，６４Ｂの下端から連続して存在する
しきい値Ｖｔ未満の画素数の最小値に対応する垂直フロントポーチ長Ｖｆｐが、計測部２
２から出力される。
【００７０】
　なお、このような計測部２２による水平バックポーチ長Ｈｂｐ、水平フロントポーチ長
Ｈｆｐ、垂直バックポーチ長Ｖｂｐおよび垂直フロントポーチ長Ｖｆｐの計測は、順次行
うようにしてもよく、２以上の計測を並列して行うようにしてもよい。並列して行うよう
にした場合、水平バックポーチ長Ｈｂｐ、水平フロントポーチ長Ｈｆｐ、垂直バックポー
チ長Ｖｂｐおよび垂直フロントポーチ長Ｖｆｐの計測を単位フレーム期間内に全て計測す
ることができ、より高速な計測が可能となる。
【００７１】
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　次に、図１１～図２３を参照して、本発明の特徴的部分の１つである、黒帯検出部２に
おける黒帯検出処理について詳細に説明する。図１１は、この黒帯検出部２における黒帯
検出処理を流れ図で表したものである。
【００７２】
　この黒帯検出処理では、例えば図１２（Ａ）に示したように映像領域６２の上下に黒帯
領域６１Ａ，６１Ｂがあると共にこれら黒帯領域６１Ａ，６１Ｂ内にＯＳＤ６３Ａや字幕
６３Ｂが含まれているような場合には、入力映像信号６の水平バックポーチ長Ｈ１Ａおよ
び水平フロントポーチ長Ｈ１Ｂ、入力映像信号６の垂直バックポーチを含めたＯＳＤ６３
Ａの最上端までの長さＶ０Ａおよび黒帯領域６１Ａの垂直幅Ｖ１Ａ、入力映像信号６の垂
直フロントポーチを含めた字幕６３Ｂの最下端までの長さＶ０Ｂおよび黒帯領域６１Ｂの
垂直幅Ｖ１Ｂ、ならびに映像領域６２の垂直幅Ｖ２などが検出される。
【００７３】
　また、例えば図１２（Ｂ）に示したように映像領域６６の左右に黒帯領域６５Ａ，６５
Ｂがあるような場合には、入力映像信号６の垂直バックポーチ長Ｖ１Ａおよび垂直フロン
トポーチ長Ｖ１Ｂ、入力映像信号６の水平バックポーチを含めた黒帯領域６５Ａの水平幅
Ｈ１Ａ、入力映像信号６の水平フロントポーチを含めた黒帯領域６５Ｂの水平幅Ｈ１Ｂ、
ならびに映像領域６２の水平幅Ｈ２などが検出される。
【００７４】
　また、この黒帯検出処理では、例えば図１３（Ａ），（Ｂ）および図１４（Ａ），（Ｂ
）中の計測領域６４Ａ（基準領域）、計測領域６４Ｂ１～６４Ｂ３および矢印Ｐ２１，Ｐ
２２，Ｐ３１，Ｐ３２，Ｐ４１，Ｐ４２，Ｐ５１，Ｐ５２にそれぞれ示したように、計測
領域の増減幅６４Ｖ，６４Ｈが前回の増減幅の１／２に再設定されつつ、黒帯検出が行わ
れるようになっている。つまり、この黒帯検出処理では、２分探索を用いた黒帯検出がな
され、これにより詳細は後述するが、高速に（増減幅の初期値が２ｎに設定された場合、
遅くとも（ｎ＋１）個分の単位フレーム期間内に黒帯検出処理が完了し、図１２（Ａ），
（Ｂ）に示したような各種パラメータが出力される。）検出することができるようになっ
ている。
【００７５】
　この黒帯検出処理では、最初に黒帯検出開始処理が行われる（ステップＳ１１）。
【００７６】
　具体的には、図１５の流れ図に示したように、まず、しきい値設定部２３９が、信号レ
ベルのしきい値Ｖｔを設定し、信号レベル比較部２２１へ出力する（図１５のステップＳ
１１１）。次に、信号種別判別結果Ｓoutに基づいて、基準領域設定部２３１が基準領域
を設定する（ステップＳ１１２）。次に、計測領域設定部２３８が、設定された基準領域
を計測領域６４Ａに設定し、信号レベル比較部２２１へ出力する（ステップＳ１１３）。
【００７７】
　そして次の単位フレームへ移行するまで待機すると（ステップＳ１１４）、黒帯判定部
２３０は計測部２２から計測結果Ｍout（計測領域６４Ａ内の水平バックポーチ長Ｈｂｐ
、水平フロントポーチ長Ｈｆｐ、垂直バックポーチ長Ｖｂｐおよび垂直フロントポーチ長
Ｖｆｐの計測結果）を取得する（ステップＳ１１５）。ここで、黒帯判定部２３０が、こ
の計測結果Ｍoutに基づいて計測領域６４Ａ内に黒帯領域が存在するか否かを判断し（ス
テップＳ１１６）、存在すると判断された場合には（ステップＳ１１６：Ｙ）、次の境界
判定処理１（図１１のステップＳ１２）へと移行する。
【００７８】
　一方、ステップＳ１１６において黒帯領域がないと判断された場合（ステップＳ１１６
：Ｎ）、次に黒帯検出処理を終了するか否かが判断される（ステップＳ１１７）。終了す
ると判断された場合には（ステップＳ１１７：Ｙ）、黒帯検出処理が終了となる（図１１
の「エンド」）。一方、終了せずに続行すると判断された場合には（ステップＳ１１７：
Ｎ）、検出判定部２３７が、黒帯領域の検出回数を示す検出回数カウンタの値をリセット
して０を設定する（ステップＳ１１８）と共に、基準領域６４Ａを検出結果Ｋoutとして
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画像処理部３へ出力する（ステップＳ１１９）。そして黒帯領域が存在すると判断される
か黒帯検出処理を終了すると判断されるまで、ステップＳ１１１～Ｓ１１９の処理が繰り
返される。
【００７９】
　次いで、境界判定処理１が行われる（図１１のステップＳ１２）。具体的には、図１６
および図１７の流れ図で示したような処理がなされる。
【００８０】
　この境界判定処理１では、前述したような２分探索の手法を用いて、入力映像信号６内
の上側の黒帯領域６１Ａまたは左側の黒帯領域６５Ａと映像領域６２または映像領域６６
との境界位置が判定される。
【００８１】
　具体的には、まず計測領域設定部２３８が最初の計測領域を設定し、信号レベル比較部
２２１へ出力する（図１６のステップＳ１２１）。より具体的には、上側の黒帯領域６１
Ａの境界位置を判定する場合には、水平方向の開始位置および終了位置、ならびに垂直方
向の開始位置が、それぞれ基準領域６４Ａにおける水平方向の開始位置および終了位置、
ならびに垂直方向の開始位置に設定される一方、垂直方向の終了位置は、基準領域６４Ａ
の垂直開始位置に増減幅初期値設定部２３２により設定された垂直方向の増減幅初期値が
加算された位置が設定される。また、左側の黒帯領域６５Ａの境界位置を判定する場合に
は、垂直方向の開始位置および終了位置、ならびに水平方向の開始位置が、それぞれ基準
領域６４Ａにおける垂直方向の開始位置および終了位置、ならびに水平方向の開始位置に
設定される一方、水平方向の終了位置は、基準領域６４Ａの水平開始位置に増減幅初期値
設定部２３２により設定された水平方向の増減幅初期値が加算された位置が設定される。
なお、これら水平方向および垂直方向の増減初期値は、信号種別判別結果Ｓoutに基づい
て設定され、この境界判定処理１では上側または左側の境界位置を判定することから、基
準領域６４Ａの水平方向および垂直方向の幅の１／２以下に設定されることが望ましい。
より短時間に黒帯領域の境界位置を判定できるからである。
【００８２】
　次に、次の単位フレームへ移行するまで待機し（ステップＳ１２２）、黒帯判定部２３
０が計測部２２から計測結果Ｍoutを取得する（ステップＳ１２３）。そして増減幅設定
部２３３は、計測領域の増減幅を半減させる。すなわち、前回の計測領域の増減幅の１／
２を、新たな増減幅として設定し直す。次に増減幅設定部２３３は、このようにして設定
した新たな増減幅が１未満か否かを判断し（ステップＳ１２５）、１未満である場合には
（ステップＳ１２５：Ｙ）、これ以上２分探索の手法を用いる必要がないと判断し、次の
処理（図１７のステップＳ１２９）へと移行する。
【００８３】
　一方、ステップＳ１２５において新たな増減幅が１未満ではないと判断された場合（ス
テップＳ１２５：Ｎ）、次に黒帯判定部２３０が、計測結果Ｍoutに基づいて計測領域６
４Ｂ内に黒帯領域のみ（ブランキング領域６０を含む黒帯領域）が存在するのか否かを判
断する（ステップＳ１２６）。そして計測領域設定部２３８は、この判断結果に応じて、
ステップＳ１２４において増減幅設定部２３３により設定された新たな計測区間の増減幅
を、前回の計測領域に対して加算または減算することにより、新たな計測領域を再設定す
る（ステップＳ１２７，Ｓ１２８）。
【００８４】
　具体的には、例えば図１８（Ａ）に示したように計測領域６４Ｂ１内に黒帯領域以外の
映像領域６２も存在する場合には（ステップＳ１２６：Ｎ）、図中の矢印Ｐ６１のように
、前回の計測領域６４Ｂ１の終了位置から新たな増減幅分だけ減算することにより、新た
な計測領域６４Ｂ２を再設定する（ステップＳ１２７）。一方、例えば例えば図１８（Ｂ
）に示したように計測領域６４Ｂ３内に黒帯領域のみが存在する場合には（ステップＳ１
２６：Ｙ）、図中の矢印Ｐ６２のように、前回の計測領域６４Ｂ３の終了位置から新たな
増減幅分だけ加算することにより、新たな計測領域６４Ｂ４を再設定する（ステップＳ１
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２８）。そしてステップＳ１２７，１２８以降は、ステップＳ１２５において新たな増減
幅が１未満である、すなわち黒帯領域と映像領域との境界位置が検出されていると判断さ
れる（ステップＳ１２５：Ｙ）まで、ステップＳ１２２～ステップＳ１２７，Ｓ１２８の
処理が繰り返される。なお、図１８では上側の黒帯領域６１Ａの境界位置判定の場合を示
したが、左側の黒帯領域６５Ａの境界位置判定の場合も同様の処理がなされる。
【００８５】
　次に、ステップＳ１２６と同様にして、黒帯判定部２３０が、計測結果Ｍoutに基づい
て計測領域６４Ｂ内に黒帯領域のみが存在するのか否かを判断する（図１７のステップＳ
１２９）。黒帯領域のみではないと判断された場合には（ステップＳ１２９：Ｎ）、ステ
ップＳ１２７と同様にして、前回の計測領域の終了位置から新たな増減幅分だけ減算する
ことにより、新たな計測領域を再設定する（ステップＳ１３０）。一方、黒帯領域のみで
あると判断された場合には（ステップＳ１２９：Ｙ）、ステップＳ１２８と同様にして、
前回の計測領域の終了位置から新たな増減幅分だけ加算することにより、新たな計測領域
を再設定する（ステップＳ１３１）。
【００８６】
　次に、次の単位フレームへ移行するまで待機し（ステップＳ１３２）、黒帯判定部２３
０が計測部２２から計測結果Ｍoutを取得する（ステップＳ１３３）。そして境界判定部
２３４は、このときの黒帯領域の上側または左側の境界位置を算出し（ステップＳ１３４
）、検出判定部２３７へ出力することにより、境界判定処理１が終了し、次の処理へと移
行する。
【００８７】
　次いで、境界判定処理２が行われる（図１１のステップＳ１４）。具体的には、図１９
および図２０の流れ図で示したような処理がなされる。
【００８８】
　この境界判定処理２では、上記した境界判定処理１と基本的に同様にして、入力映像信
号６内の下側の黒帯領域６１Ｂまたは右側の黒帯領域６５Ｂと映像領域６２または映像領
域６６との境界位置が判定される。
【００８９】
　具体的には、まず計測領域設定部２３８が最初の計測領域を設定し、信号レベル比較部
２２１へ出力する（図１９のステップＳ１４１）。より具体的には、下側の黒帯領域６１
Ｂの境界位置を判定する場合には、水平方向の開始位置および終了位置、ならびに垂直方
向の終了位置が、それぞれ基準領域６４Ａにおける水平方向の開始位置および終了位置、
ならびに垂直方向の終了位置に設定される一方、垂直方向の開始位置は、基準領域６４Ａ
の垂直終了位置から増減幅初期値設定部２３２により設定された垂直方向の増減幅初期値
が減算された位置が設定される。また、右側の黒帯領域６５Ｂの境界位置を判定する場合
には、垂直方向の開始位置および終了位置、ならびに水平方向の終了位置が、それぞれ基
準領域６４Ａにおける垂直方向の開始位置および終了位置、ならびに水平方向の終了位置
に設定される一方、水平方向の開始位置は、基準領域６４Ａの水平終了位置から増減幅初
期値設定部２３２により設定された水平方向の増減幅初期値が減算された位置が設定され
る。
【００９０】
　次いで、それ以降のステップＳ１４２～Ｓ１５３では、境界判定処理１のステップＳ１
２２～Ｓ１３３と基本的に同様の処理がなされる。ただし、ステップＳ１４７，Ｓ１５０
では、例えば図２１（Ａ）中の矢印Ｐ７１のように、前回の計測領域６４Ｂ１の開始位置
から新たな増減幅分または１だけ減算されることにより、新たな計測領域６４Ｂ２が再設
定される（ステップＳ１４７，Ｓ１５０）。また、ステップＳ１４８，Ｓ１５１では、例
えば図２１（Ｂ）中の矢印Ｐ７２のように、前回の計測領域６４Ｂ３の開始位置から新た
な増減幅分または１だけ加算されることにより、新たな計測領域６４Ｂ４を再設定される
（ステップＳ１４８，Ｓ１５１）。
【００９１】
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　そして境界判定部２３４は、図２０のステップＳ１５４において黒帯領域の下側または
右側の境界位置を算出して検出判定部２３７へ出力することにより、境界判定処理２が終
了し、次の処理へと移行する。なお、図２１では右側の黒帯領域６５Ｂの境界位置判定の
場合を示したが、下側の黒帯領域６１Ｂの境界位置判定の場合も同様の処理がなされる。
【００９２】
　次いで、黒帯検出判定処理が行われる（図１１のステップＳ１６）。具体的には、図２
２および図２３の流れ図で示したような処理がなされる。
【００９３】
　まず、検出判定部２３７は、境界判定部２３４によって境界判定処理１，２により求め
られた黒帯領域６１Ａ，６１Ｂまたは黒帯領域６５Ａ，６５Ｂの境界位置、および信号種
別判別結果Ｓoutから得られる入力映像信号６の解像度に基づいて、映像領域６２の幅（
垂直幅Ｖ２または水平幅Ｈ２）を算出する（図２２のステップＳ１６１）。次に、検出判
定部２３７は、この映像領域６２の幅が下限値設定部２３６により設定された下限値以上
であるか否かを判断する（ステップＳ１６２）。
【００９４】
　下限値未満であると判断された場合（ステップＳ１６２：Ｎ）、映像領域６２が暗いシ
ーン等であるためだと判断し、黒帯領域の誤検出を防ぐため、黒帯領域の検出回数カウン
タの値をリセットして０にする（ステップＳ１６３）。そして黒帯検出判定処理が終了と
なり（「リターン」）、次の図１１におけるステップＳ１８において黒帯検出処理全体を
終了する場合（ステップＳ１８：Ｙ）を除き、黒帯検出開始処理（ステップＳ１１）に戻
って黒帯検出処理を最初からやり直すこととなる。
【００９５】
　一方、下限値以上であると判断された場合（ステップＳ１６２：Ｙ）、次に検出判定部
２３７は、（検出回数カウンタの値＝０）かつ（再検出回数設定部２３５により設定され
た再検出回数≠０）という条件式を満たすか否かを判断する（ステップＳ１６４）。この
条件式を満たすと判断された場合（ステップＳ１６４：Ｙ）、最初の黒帯検出であり前回
の検出結果と比較することはできないので、そのまま検出した２つ（上下または左右）の
黒帯領域の境界位置と映像領域６２の幅とを保持する（ステップＳ１６５）と共に、検出
回数カウンタの値を１増加させることにより、黒帯検出判定処理が終了となり（「リター
ン」）、次の図１１におけるステップＳ１８において黒帯検出処理全体を終了する場合（
ステップＳ１８：Ｙ）を除き、黒帯検出開始処理（ステップＳ１１）に戻って再度黒帯検
出処理を行うこととなる。
【００９６】
　一方、ステップＳ１６４における条件式を満たさないと判断された場合（ステップＳ１
６４：Ｎ）、次に検出判定部２３７は、再検出回数が０に設定されているか否かを判断す
る（図２３のステップＳ１６７）。再検出回数が０に設定されていると判断された場合（
ステップＳ１６７：Ｙ）、黒帯検出が確定済みである場合（ステップＳ１７０：Ｙ）を除
き、そのまま検出した２つ（上下または左右）の黒帯領域の境界位置と映像領域６２の幅
とを黒帯検出結果Ｋoutとして画像処理部３へ出力し（ステップＳ１７２）、黒帯領域の
検出回数カウンタの値をリセットして０にする（ステップＳ１６３）ことにより、黒帯検
出判定処理が終了となり（「リターン」）、次の図１１におけるステップＳ１８において
黒帯検出処理全体を終了する場合（ステップＳ１８：Ｙ）を除き、黒帯検出開始処理（ス
テップＳ１１）に戻って黒帯検出処理を再度行うこととなる。
【００９７】
　また、ステップＳ１７０において黒帯検出が確定済みであると判断された場合（ステッ
プＳ１７０：Ｙ）、次に検出判定部２３７は、黒帯領域の幅が変化しているか否かを判断
すると共に、変化している場合には２つの黒帯検出領域の幅のうちどちらか一方のみが大
きく変化しているかどうかを判断する（ステップＳ１７１）。一方のみが大きく変化して
いる場合（ステップＳ１７１：Ｙ）、映像領域６２が暗いシーン等であるためだと判断し
、黒帯領域の誤検出を防ぐため、黒帯領域の検出回数カウンタの値をリセットして０にす
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る（ステップＳ１６３）ことにより、黒帯検出結果Ｋoutを出力せずに黒帯検出判定処理
が終了となる（「リターン」）。一方、一方のみが大きく変化しているわけではないと判
断された場合（ステップＳ１７１：Ｎ）、ステップＳ１７２へと進み、黒帯検出結果Ｋou
tを出力して（ステップＳ１７２）黒帯領域の検出回数カウンタの値を０にする（ステッ
プＳ１６３）ことにより、黒帯検出判定処理が終了となる（「リターン」）。
【００９８】
　ステップＳ１６７において再検出回数が０以外の値（１以上の値）に設定されていると
判断された場合（ステップＳ１６７：Ｎ）、黒帯領域の検出回数が１以上であることから
、次に検出判定部２３７は、前回の検出時と今回の検出時との間で映像領域６２の幅が一
致しているかどうかを判断する（ステップＳ１６８）。一致していない場合（ステップＳ
１６８：Ｎ）には誤検出の可能性が高いため、そのような誤検出を防ぐため、黒帯領域の
検出回数カウンタの値をリセットして０にする（ステップＳ１６３）ことにより、黒帯検
出結果Ｋoutを出力せずに黒帯検出判定処理が終了となる（「リターン」）。一方、一致
していると判断された場合（ステップＳ１６８：Ｙ）、次に検出判定部２３７は、検出回
数カウンタの値が設定された再検出回数未満であるかどうかを判断する（ステップＳ１６
９）。再検出回数未満であると判断された場合には（ステップＳ１６９：Ｙ）、そのまま
検出した２つの黒帯領域の境界位置と映像領域６２の幅とを保持する（ステップＳ１６５
）と共に、検出回数カウンタの値を１増加させることにより、黒帯検出判定処理が終了と
なり（「リターン」）、次の図１１におけるステップＳ１８において黒帯検出処理全体を
終了する場合（ステップＳ１８：Ｙ）を除き、黒帯検出開始処理（ステップＳ１１）に戻
って再度黒帯検出処理を行うこととなる。
【００９９】
　一方、ステップＳ１６９において再検出回数未満ではない（再検出回数と等しい）場合
には（ステップＳ１６９：Ｎ）、ステップＳ１７０～Ｓ１７２へと進み、前述のように黒
帯検出結果Ｋoutを出力して黒帯検出判定処理を終了するかどうかを判断することとなる
。
【０１００】
　以上のようにして黒帯検出判定処理が終了すると、ステップＳ１８において黒帯検出処
理全体を終了するか否かが判断され、終了しない場合（ステップＳ１８：Ｎ）にはステッ
プＳ１１～Ｓ１６の処理を繰り返し、終了する場合には（ステップＳ１８：Ｙ）、黒帯検
出処理全体が終了する。
【０１０１】
　次に、図２４～図２８を参照して、本発明の特徴的部分の１つである、上述した黒帯検
出処理を含む黒帯検出部２および画像処理部３における入力映像信号のアスペクト比調整
処理について詳細に説明する。図２４は、このアスペクト調整処理を流れ図で表したもの
である。
【０１０２】
　まず、黒帯検出部２内の信号種別判別部２２１が、入力映像信号６の種別を判別し（ス
テップＳ０）、判別結果Ｓoutを検出部２３および画像処理部３内の演算部３１へ出力す
る。
【０１０３】
　次いで、黒帯検出部２が、この信号種別判別結果Ｓoutおよび入力映像信号の輝度信号
Ｙinに基づいて、図１１（および図１２～図２３）に示した一連の黒帯検出処理Ｓ１１～
Ｓ１８を行い（ステップＳ１）、黒帯検出結果Ｋoutを演算部３１へ出力する。
【０１０４】
　ここで、この黒帯検出処理Ｓ１では、図１６，図１７，図１９および図２０で示した境
界判定処理１，２中のステップＳ１２６，Ｓ１２９，Ｓ１４６，Ｓ１４９では、計測領域
６４Ｂ内にブランキング領域６０を含む黒帯領域のみが存在するのか否かを判断する際に
、例えば図２５（Ａ）～（Ｃ）にそれぞれ示したようにして判断する。すなわち、例えば
この図のように映像領域６２の上側において黒帯領域６１Ａ（ブランキング領域６０を含
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む）のみが存在するか否かを判断する際には、水平バックポーチ長Ｈｂｐおよび水平フロ
ントポーチ長Ｈｆｐの値も利用して判断する。
【０１０５】
　具体的には、例えば図２５（Ａ）に示したように、水平バックポーチ長Ｈｂｐおよび水
平フロントポーチ長Ｈｆｐがいずれも計測領域６４Ｂの水平方向の幅（この場合、基準領
域６４Ａの水平方向の幅）と一致している場合には、この計測領域６４Ｂ内には映像領域
６２や黒帯領域内の字幕などは存在せず、黒帯領域のみであると判断する。
【０１０６】
　また、例えば図２５（Ｂ）に示したように、計測領域６４Ｂ内に映像領域６２が存在す
る場合には、測定結果による水平バックポーチ長Ｈｂｐおよび水平フロントポーチ長Ｈｆ
ｐと、予め設定された水平バックポーチ長Ｈｂｐ０および水平フロントポーチ長Ｈｆｐ０
とが一致するか否かによって映像領域６２が存在するか否かを判断する。具体的には、水
平バックポーチ長Ｈｂｐと水平バックポーチ長Ｈｂｐ０、および水平フロントポーチ長Ｈ
ｆｐと水平フロントポーチ長Ｈｆｐ０のうちの少なくとも一方が一致すれば、映像領域６
２が存在すると判断する。なお、図２５（Ｂ）中に示したように、水平バックポーチ長Ｈ
ｂｐ０は、入力映像信号の種別から決定される水平長Ｈｂｐ１と計測領域６４Ｂを設定す
る際に決定される水平長Ｈｂｐ２との差により決定され（Ｈｂｐ０＝Ｈｂｐ１－Ｈｂｐ２
）、水平フロントポーチ長Ｈｆｐ０は、入力映像信号の種別から決定される水平長Ｈｆｐ
１と計測領域６４Ｂを設定する際に決定される水平長Ｈｆｐ２との差により決定される（
Ｈｆｐ０＝Ｈｆｐ１－Ｈｆｐ２）。
【０１０７】
　さらに、例えば図２５（Ｃ）に示したように、計測領域６４Ｂ内には映像領域６２が存
在しないが（黒帯領域６１Ａのみが存在する）、黒帯領域６１Ａ内に字幕６３Ｂが存在す
る場合には、測定結果による水平バックポーチ長Ｈｂｐおよび水平フロントポーチ長Ｈｆ
ｐが、予め設定された水平バックポーチ長Ｈｂｐ０および水平フロントポーチ長Ｈｆｐ０
と比べて大きいため、基本的にはまず映像領域６２が存在しないと判断する。字幕６３Ｂ
の領域を含めて映像領域が存在すると判断すると、後述するアスペクト比の調整の際に誤
った調整がなされてしまうことになるからである。ただし、字幕６３Ｂが欠落しないよう
にするため、測定結果による水平バックポーチ長Ｈｂｐおよび水平フロントポーチ長Ｈｆ
ｐに加え、測定結果による垂直バックポーチ長Ｖｂｐや垂直フロントポーチ長Ｖｆｐを用
いて（図２５（Ｃ）の場合、垂直バックポーチ長Ｖｂｐを用いて）、字幕６３Ｂの位置を
求めるようにする。なお、字幕６３Ｂは単位フレームによって表示されたりされなかった
りするので、黒帯検出処理によって検出が確定するまでの間で垂直バックポーチ長Ｖｂｐ
や垂直フロントポーチ長Ｖｆｐが一番小さくなった値を、字幕６３Ｂの位置とするように
なっている。
【０１０８】
　このようにして、計測領域６４Ｂ内にブランキング領域６０を含む黒帯領域のみが存在
するのか否かを判断する際に、水平バックポーチ長Ｈｂｐや水平フロントポーチ長Ｈｆｐ
の値も利用して判断しているので、映像領域６２の存在だけでなく、黒帯領域内の字幕６
３Ｂの存在の有無も判断できるようになっている。
【０１０９】
　図２４の説明に戻り、次いで画像処理部３内の演算部３１が、上述の黒帯検出部２によ
る黒帯検出処理の結果（黒帯検出結果Ｋout）および信号種別判別部２１による入力映像
信号の種別判別結果Ｓoutに基づいて、入力映像信号であるＹＵＶ信号（Ｙin，Ｕin，Ｖi
n）の拡大または縮小の比率を演算して求める処理（拡大縮小比率演算処理）を行う（ス
テップＳ２）。具体的には、図２６および図２７の流れ図で示したような処理がなされる
。
【０１１０】
　まず、演算部３１は黒帯検出結果Ｋout（および種別判別結果Ｓout）を取得すると（ス
テップＳ２０１）、これらの結果に基づいて入力映像信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）内に黒帯
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領域が存在するか否かを判断する（ステップＳ２０２）。具体的には、種別判別結果Ｓou
tに基づく入力映像信号の水平バックポーチ長、水平フロントポーチ長、垂直バックポー
チ長および垂直フロントポーチ長がそれぞれ、黒帯検出結果Ｋoutに基づく水平バックポ
ーチ長Ｈ１Ａ、水平フロントポーチ長Ｈ１Ｂ、垂直バックポーチ長Ｖ１Ａおよび垂直フロ
ントポーチ長Ｖ１Ｂと一致するか否かにより、黒帯領域が存在するか否かを判断する。例
えば入力映像信号内に黒帯領域が存在しない場合には、例えば図２８に示したように、こ
れらの値が一致することとなるからである。
【０１１１】
　このようにしてステップＳ２０２において黒帯領域が存在しないと判断された場合には
（ステップＳ２０２：Ｎ）、演算部３１は、信号種別結果Ｓoutに基づいて、映像領域の
表示サイズに応じた水平方向および垂直方向の拡大縮小比率を演算する（ステップＳ２０
４，Ｓ２０５）。そしてこの演算結果Ｃoutを拡大縮小部３２へ出力する（ステップＳ２
０５）ことにより、拡大縮小比率演算処理が終了となる。
【０１１２】
　一方、ステップＳ２０２において黒帯領域が存在すると判断された場合（ステップＳ２
０２：Ｙ）、次に演算部３１は、現在の黒帯検出結果Ｋoutが前回の単位フレームにおけ
る結果から変動があるか否か（水平バックポーチ長Ｈ１Ａ、水平フロントポーチ長Ｈ１Ｂ
、垂直バックポーチ長Ｖ１Ａおよび垂直フロントポーチ長Ｖ１Ｂなどの値が変化している
か否か）を判断する（ステップＳ２０６）。前回の結果から変動がないと判断された場合
には（ステップＳ２０６：Ｎ）、拡大縮小比率を変える必要はなく、そのまま維持すれば
よいことから、拡大縮小比率演算処理が終了となる。
【０１１３】
　一方、ステップＳ２０６において、前回の結果から変動していると判断された場合には
（ステップＳ２０６：Ｙ）、次に演算部３１は、黒帯検出結果Ｋoutに基づいて映像領域
に変動があるか否か（例えば、図１２（Ａ），（Ｂ）で示した映像領域の幅Ｈ２，Ｖ２が
変化しているか否か）を判断する（ステップＳ２０７）。映像領域に変動がないと判断さ
れた場合（ステップＳ２０７：Ｎ）、次に演算部３１は、黒帯検出結果Ｋoutに基づいて
字幕領域が拡大しているか否かを判断する（ステップＳ２０９）。具体的には、前述の図
１２（Ａ）に示したような、垂直バックポーチを含めたＯＳＤ６３Ａの最上端までの長さ
Ｖ０Ａや、入力映像信号６の垂直フロントポーチを含めた字幕６３Ｂの最下端までの長さ
Ｖ０Ｂが小さくなっているか否かを判断する。これらの値により字幕領域が縮小している
または変化していないと判断された場合には（ステップＳ２０９：Ｎ）、拡大縮小比率を
変える必要はなく、そのまま維持すればよいことから、拡大縮小比率演算処理が終了とな
る。
【０１１４】
　一方、ステップＳ２０７において映像領域に変動があると判断された場合（ステップＳ
２０７：Ｙ）、およびステップＳ２０９において字幕領域が拡大していると判断された場
合には（ステップＳ２０９：Ｙ）、次に演算部３１は、黒帯検出結果Ｋout（具体的には
、映像領域の幅Ｈ２，Ｖ２など）に基づいて、入力映像信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）のうち
の黒帯領域を除いた映像領域のアスペクト比を算出する（ステップＳ２０８）。そして演
算部３１は、この算出したアスペクト比および黒帯検出結果Ｋoutに基づいて、入力映像
信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）における映像領域のアスペクト比を保ちつつ、表示サイズに応
じて字幕が欠落しないように、水平方向および垂直方向の拡大縮小比率を演算して求める
（ステップＳ２１０，Ｓ２１１）。これにより、拡大縮小比率演算処理が終了となる。
【０１１５】
　具体的には、例えば図２９（Ａ）に示したように、入力映像信号６中の黒帯領域６１Ａ
，６１Ｂ内に字幕がないような場合には、視聴の際にこれら黒帯領域６１Ａ，６１Ｂが邪
魔にならないように、入力映像信号６のアスペクト比を保ちつつ、映像領域６２のみが表
示領域７となって表示部５の表示画面全体に表示されるように、入力映像信号６に対する
拡大縮小（アスペクト比調整）がなされる。
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【０１１６】
　一方、例えば図２９（Ｂ）に示したように、黒帯領域６１Ａ，６１Ｂ内にそれぞれ字幕
６３Ｂ１，６３Ｂ２があるような場合には、これら字幕６３Ｂ１，６３Ｂ２が欠落しない
ように、入力映像信号６のアスペクト比を保ちつつ拡大縮小がなされる。また、例えば図
２９（Ｃ）に示したように、一対の黒帯領域のうちの一方（この場合、上下の黒帯領域６
１Ａ，６１Ｂのうちの下側の黒帯領域６１Ｂ）のみに字幕（字幕６３Ｂ）があるような場
合には、拡大縮小部３２によって字幕６３Ｂが欠落しないように拡大または縮小された映
像信号に対し、位置調整部３３によって、他方の黒帯領域（この場合、上側の黒帯領域６
１Ａ）が表示領域７に含まれないように、図中の矢印Ｐ１のように位置調整がなされる。
【０１１７】
　なお、表示部５の表示画面の一部にサブウィンドウが設けられ、このサブウィンドウ内
に映像信号を表示するような場合には、画像処理部３は、サブウィンドウ内の全面に入力
映像信号が表示されるように、アスペクト比調整処理を行うようにすればよい。
【０１１８】
　次いで、図２４に戻り、拡大縮小部３２は、演算部３１による演算結果Ｃout（拡大縮
小比率）に基づいて、入力映像信号であるＹＵＶ信号（Ｙin，Ｕin，Ｖin）の拡大または
縮小を行う（ステップＳ３）。次に、位置調整部３３が、この拡大縮小部３２によって黒
帯領域内の字幕が欠落しないように拡大または縮小された映像信号に対し、例えば前述の
図２９（Ｃ）に示したような位置調整を行う（ステップＳ４）。そして最後にアスペクト
比の調整処理を終了するか否かが判断され（ステップＳ５）、まだ終了しないと判断され
た場合には（ステップＳ５：Ｎ）、ステップＳ０～Ｓ４の処理を繰り返し、終了すると判
断された場合には（ステップＳ５：Ｙ）、アスペクト比調整処理が終了となる。
【０１１９】
　このようにして、黒帯検出部２による黒帯検出結果Ｋoutに基づいて、画像処理部３に
よる画像処理（入力映像信号のアスペクト比調整処理）がなされる。
【０１２０】
　以上のように、本実施の形態では、計測部２２が、入力映像信号６であるＹＵＶ信号（
Ｙin，Ｕin，Ｖin）のうちの計測領域６４Ａ，６４Ｂについて、画素ごとにしきい値Ｖｔ
未満の信号レベルか否かの計測を単位フレーム期間内に行うようにすると共に、検出部２
３が、この計測結果に基づいて入力映像信号６に含まれる黒帯領域を検出するようにした
ので、従来と比べ、入力映像信号に含まれる黒帯領域をより短時間に検出することが可能
となる。
【０１２１】
　また、計測部２２および検出部２３が、画素ごとになされるしきい値Ｖｔ未満の信号レ
ベルか否かの計測結果から黒帯領域と映像領域との境界を検出すると共に、検出されたか
否かに応じて前回の増減幅の２分の１のものを新たな増減幅として前回の計測領域に加減
算して新たな計測領域を設定し、この新たな計測領域について逐次計測を行うと共にその
計測結果に基づいて黒帯領域を検出するようにしたので、入力映像信号６に含まれる黒帯
領域をさらに短時間に検出することが可能となる。
【０１２２】
　また、検出部２３内の検出判定部２３７が、黒帯領域の幅が変化しているか否かを判断
すると共に、変化している場合には２つの黒帯検出領域の幅のうちどちらか一方のみが大
きく変化しているかどうかを判断するようにしたので、一方のみが大きく変化している場
合には映像信号が暗いシーン等であるためだと判断することができ、黒帯領域の誤検出を
防ぐことができる。よって、そのような誤検出を防ぎ、精度の高い黒帯検出を行うことが
可能となる。
【０１２３】
　また、上記のように精度の高い黒帯検出を短時間に行うことができるので、画像処理部
３は、その黒帯検出結果Ｋoutを用いて最適な画像処理を短時間に行うことが可能となる
。



(21) JP 5067599 B2 2012.11.7

10

20

30

40

50

【０１２４】
　また、入力映像信号のうちの黒帯領域を除いた映像領域のアスペクト比を保ちつつ、入
力映像信号の拡大または縮小をすることができる。よって、そのような拡大縮小処理がな
された映像信号を用いて映像表示を行うことにより、従来と比べ非常に見やすい映像を表
示することが可能となる。
【０１２５】
　また、黒帯領域内の字幕の有無も考慮して拡大縮小を行うようにしたので、字幕を欠落
させることなく、黒帯領域を含む映像を表示させることが可能となる。
【０１２６】
　また、位置調整部３３により、黒帯領域内の字幕の有無などに応じて、映像信号の表示
位置を調整することができる。よって、よりみやすい映像を提供することが可能となる。
【０１２７】
　さらに、黒帯検出部２による高速な黒帯検出結果Ｋoutを用いて画像処理を行っている
ので、入力映像信号の変化に追従して拡大縮小比率の再計算を行うことができ、リアルタ
イムにアスペクト比の調整を行うことが可能となる。
【０１２８】
　以上、実施の形態を挙げて本発明を説明したが、本発明はこの実施の形態に限定される
ものではなく、種々の変形が可能である。
【０１２９】
　例えば、上記実施の形態では、映像領域の上下に黒帯領域が存在するシネマスコープ方
式の映像信号や、映像領域の左右に黒帯領域が存在する再度パネル方式の映像信号におけ
る黒帯検出について説明したが、そのような黒帯検出を組み合わせて、映像領域の上下お
よび左右の４方向について黒帯領域を検出するようにすることも可能である。
【０１３０】
　また、上記実施の形態では、計測部２２による計測結果を用いて２分探索による黒帯検
出を行う場合で説明したが、黒帯検出部２による黒帯検出方法はこれには限られず、単位
フレーム期間内に黒帯検出を行うことが可能なものであればよい。
【０１３１】
　また、上記実施の形態では、ＹＵＶ信号が入力される場合の映像表示装置について説明
したが、本発明は、例えばＰＣ入力の場合のように、ＲＧＢ信号が直接入力されるような
映像表示装置などにも適用することが可能である。なお、そのようにＲＧＢ信号を直接入
力する場合、マトリクス変換をする必要がなくなるので、マトリクス回路４１は不要とな
る。
【０１３２】
　さらに、上記実施の形態では、映像表示装置の一具体例としてＴＶ装置を挙げて説明し
たが、本発明の映像表示装置は、この他にもＰＤＡ（Personal Digital Assistants）や
携帯電話などにも適用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１３３】
【図１】本発明の一実施の形態に係る映像表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図２】図１に示した黒帯検出部の詳細構成を表すブロック図である。
【図３】黒帯領域を有する入力映像信号について説明するための模式図である。
【図４】計測部による計測処理について説明するための模式図である。
【図５】計測区間の増減幅について説明するための模式図である。
【図６】映像領域の幅の下限値について説明するための模式図である。
【図７】水平バックポーチ長の計測処理について説明するためのタイミング図である。
【図８】水平フロントポーチ長の計測処理について説明するためのタイミング図である。
【図９】垂直バックポーチ長の計測処理について説明するためのタイミング図である。
【図１０】垂直フロントポーチ長の計測処理について説明するためのタイミング図である
。
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【図１１】黒帯検出処理を表す流れ図である。
【図１２】黒帯検出処理について説明するための模式図である。
【図１３】垂直方向に係る黒帯領域の２分探索について説明するための模式図である。
【図１４】水平方向に係る黒帯領域の２分探索について説明するための模式図である。
【図１５】図１１における黒帯検出開始処理の詳細を表す流れ図である。
【図１６】図１１における境界判定処理１の詳細を表す流れ図である。
【図１７】図１６に続く境界判定処理１の詳細を表す流れ図である。
【図１８】境界判定処理１について説明するための模式図である。
【図１９】図１１における境界判定処理２の詳細を表す流れ図である。
【図２０】図１９に続く境界判定処理２の詳細を表す流れ図である。
【図２１】境界判定処理２について説明するための模式図である。
【図２２】図１１における黒帯検出判定処理の詳細を表す流れ図である。
【図２３】図２２に続く黒帯検出判定処理の詳細を表す流れ図である。
【図２４】入力映像信号のアスペクト比調整処理を表す流れ図である。
【図２５】計測領域内に黒帯のみが存在しているのか否かを判定する処理について説明す
るための模式図である。
【図２６】図２４における拡大縮小比率演算処理の詳細を表す流れ図である。
【図２７】図２６に続く拡大縮小比率演算処理の詳細を表す流れ図である。
【図２８】黒帯領域が存在しない場合の計測結果について説明するための模式図である。
【図２９】入力映像信号の拡大縮小処理について説明するための模式図である。
【符号の説明】
【０１３４】
　１１…チューナ、１２…Ｙ／Ｃ分離回路、１３…クロマデコーダ、１４…スイッチ、２
…黒検出部、２１…信号種別判定部、２２…計測部、２２１…信号レベル比較部、２２２
…計測結果出力部、２３…検出部、２３０…黒帯判定部、２３１…基準領域設定部、２３
２…増減幅初期値設定部、２３３…増減幅設定部、２３４…境界判定部、２３５…再検出
回数設定部、２３６…下限値設定部、２３７…検出判定部、２３８…計測領域設定部、２
３９…しきい値設定部、３…画像処理部、３１…演算部、３２…拡大縮小部、３３…位置
調整部、４１…マトリクス回路、４２…トライバ、５…表示部、６…入力映像信号、６０
…ブランキング領域、６１Ａ，６１Ｂ，６５Ａ，６５Ｂ…黒帯領域、６２，６６…映像領
域、６２Ｖ，Ｈ２，Ｖ２…映像領域の幅、６３Ａ…ＯＳＤ、６３Ｂ，６３Ｂ１，６３Ｂ２
…字幕、６４Ａ…計測領域（基準領域）、６４Ｂ，６４Ｂ１～Ｂ４…計測領域、６４Ｈ，
６４Ｖ…増減幅、６４Ｈ１，６４Ｈ２…水平方向計測区間、６４Ｖ１，６４Ｖ２…垂直方
向計測区間、７…表示領域、Ｙ１，Ｙ２，Ｙin，Ｙout…輝度信号、Ｃ１…色信号、Ｕ１
，Ｕ２，Ｕin，Ｕout，Ｖ１，Ｖ２，Ｖin，Ｖout…色差信号、Ｒout，Ｇout，Ｂout…Ｒ
ＧＢ信号、Ｓout…信号種別判別結果、Ｋout…黒帯検出結果、Ｃout…演算結果、Ｍout…
計測結果、Ｖｔ…しきい値、Ｈｂｐ…水平バックポーチ長、Ｈｆｐ…水平フロントポーチ
長、Ｖｂｐ…垂直バックポーチ長、Ｖｆｐ…垂直フロントポーチ長、Ｈｓｙｎｃ…水平同
期信号、Ｖｓｙｎｃ…垂直同期信号、Ｃｌｏｃｋ…クロック信号、Ｈ_act…水平アクティ
ブ信号、Ｖ_act…垂直アクティブ信号、Ｈbp_cnt…水平バックポーチ用カウンタ出力、Ｈ
fp_cnt…水平フロントポーチ用カウンタ出力、Ｖbp_cnt…垂直バックポーチ用カウンタ出
力、Ｖfp_cnt…垂直フロントポーチ用カウンタ出力、Ｈbp_lat…水平バックポーチ用ラッ
チ出力、Ｈfp_lat…水平フロントポーチ用ラッチ出力、Ｖbp_lat…垂直バックポーチ用ラ
ッチ出力、Ｖfp_lat…垂直フロントポーチ用ラッチ出力、Ｈbp_out…水平バックポーチ長
出力、Ｈfp_out…水平フロントポーチ長出力、Ｖbp_out…垂直バックポーチ長出力、Ｖfp
_out…垂直フロントポーチ長出力。
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